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浜
町
給
食
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　

業
務
に
つ
い
て
は
、
美
浜

町
給
食
セ
ン
タ
ー
民
間
委
託
検

討
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
昨
年

6
月
、｢

献
立
、食
材
の
選
定
は
町

で
実
施
し
、
調
理
、配
送
、洗
浄･

消
毒
業
務
は
民
間
委
託
に
よ
り

実
施
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。｣

と
い
う
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
答
申
を
基
本

に
業
者
を
公
募
し
、
１
月
に
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業
者
の
選

定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

株
式
会
社
ト
ー
ジ
ツ
フ
ー
ズ(
本

社･

大
阪
市)

に
委
託
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
委
託
す
る
の
は
、

学
校
給
食
の
調
理
、食
器
や
調
理

用
具
の
洗
浄･

消
毒
と
い
っ
た
厨

美

平成24年4月から

　給食センターの一部業務を民間委託します

房
業
務
と
各
小
中
学
校
へ
の
配

送･

回
収
業
務
で
す
。

　

食
材
や
納
入
業
者
の
選
定
、

献
立
の
作
成
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
町
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
に
つ
い
て

も
、
町
と
委
託
業
者
が
連
携
し

調
理
等
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
回
の
民
間
委
託
に
よ
っ

て
、
給
食
の
質
や
味
、
衛
生
管

理
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
各
学
校
へ
の
配
達
時
間

や
給
食
費
も
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
施
設
管
理
に
つ
い
て
も
、

町
が
責
任
を
も
っ
て
行
い
、
給

食
の
安
全･

衛
生
管
理
が
常
に
確

保
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　

年
6
月
か
ら
美
浜
町
介

　
　
　

護
保
険
運
営
協
議
会(

会

長･

大
越
扶
貴
三
重
県
立
看
護

大
学
教
授)

が
検
討
を
続
け
て
き

た｢

第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画

及
び
老
人
福
祉
計
画｣

が
ま
と
ま

り
、
3
月
1
日
に
山
口
町
長
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
の
介
護
保

険
事
業
や
高
齢
者
福
祉
施
策
の

今
後
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の

で
、
実
施
期
間
は
平
成
24
年
度

～
26
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、｢

い
つ
ま
で
も
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ま
ち｣

、

｢

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち｣

、｢

地
域

で
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
生
き

る
ま
ち｣

の
3
つ
を
基
本
方
針
と

し
、そ
の
達
成
に
必
要
な
施
策
や

昨

■ お問い合わせ先
　町給食センター　☎ 32-2111

■ お問い合わせ先
　町福祉課 ( 担当 ･ 山口 )
　 ☎ 32-6704

● 学校給食の流れと民間委託部分
(青色部分を民間委託)

・献立の作成
・食材料の選定
・食材料の発注

①

・食材料の検収

②

・調理作業

③

・調理の検査

④

・積み込み
・配送

⑤

・配膳
・実食

⑥

・回収
・洗浄、消毒
　清掃作業

⑦

｢誰もが安心して暮らせるぬくもりとふれあいの町｣を目指し

　第5期介護保険事業計画及び老人福祉計画が答申

①
認
知
症
に
つ
い
て
の
啓
発
に

よ
る
早
期
発
見
と
支
援
の
充
実

②
介
護
予
防
を
充
実
さ
せ
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

③
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
指

導･

研
修
を
実
施
し
、
適
正
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
務
め
る
。

所得
段階

該当条件
保険料
[月額]

第1段階
･生活保護受給者
･老齢福祉年金の受給者で世帯
  全員が住民税非課税

2,400円

第2段階
世帯全員が住民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が80万円以下

2,400円

第3段階
世帯全員が住民税非課税で、
第2段階に該当しない

3,600円

第4段階

世帯の誰かに住民税が課税さ
れているが、本人が住民税非
課税で前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円以下

4,175円

第5段階
世帯の誰かに住民税が課税さ
れているが、本人が住民税非課
税で、第4段階に該当しない

4,800円
(基準額)

第6段階
本人が住民税課税で、前年の
合計所得金額が190万円未満

6,000円

第7段階
本人が住民税課税で、前年の
合計所得金額が190万円以上
300万円未満

7,200円

第8段階
(新段階)

本人が住民税課税で、前年の
合計所得金額が300万円以上

8,400円

地
域
で
の
取
り
組
み
等
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

特
に
次
の
3
点
を
重
点
課
題
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
の
実
施
に
あ
わ

せ
介
護
保
険
料
を
改
定
。
予
想

さ
れ
る
介
護
保
険
給
付
費
の
増

加
に
備
え
、基
準
額(

月
額)

は
、

８
０
０
円
増
の
４
，８
０
０
円
と

な
り
ま
す
。(

左
表
参
照)

● 改定後の介護保険料
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回収可能な古紙 ･ 古布

　

 

可
燃
ご
み
の
組
成
調
査
結
果

　

エ
コ
ク
ル
美
方
で
は
、
定
期
的
に
可
燃

ご
み
の
組
成
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
中
も
3
回
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 の

リ
サ
イ
ク
ル
に

　

 

紙･

布
類
の
分
別
が
ご
み
減
少
へ
の
鍵

　

美
浜
町
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
経
費

は
、
平
成
23
年
度
の
実
績
で
は
、
年
間
約

４
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
町
民

1月7日 4月5日 10月7日

紙･布類 59.3％ 49.1％ 45.6％

ビニール･ゴム皮革類 23.5％ 39.9％ 27.3％

木･竹･わら類   2.7％   3.1％   3.2％

食品材料からのカス･
残飯等

  1.7％   0.4％   2.4％

不燃物類   1.3％   0.1％   2.7％

その他 11.5％   7.4％ 18.8％

ご
協
力
く
だ
さ
い

組成物

調査日

１
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
年
間
約

４
万
円
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

美
浜
町
で
は
近
年
人
口
の
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
排
出
量
は
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

現
状
が
続
け
ば
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
町

民
１
人
あ
た
り
の
負
担
が
さ
ら
に
増
加
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
経
費
を

抑
え
る
手
段
と
し
て
、
最
も
効
果
的
な
の

が
ご
み
の
減
量
化
で
す
。

　

こ
こ
で
、
組
成
調
査
の
結
果
を
改
め
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。
特
に
注
目
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
紙
・
布
類
が
い
ず
れ
の
回

に
お
い
て
も
、
約
半
分
を
占
め
て
い
る
と

い
う
点
で
す
。
現
在
町
が
行
っ
て
い
る
古

紙
回
収
で
は
、
紙
・
布
類
の
両
方
に
つ
い

て
幅
広
い
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
紙
・

布
類
は
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
回
収
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
皆
さ
ん
の
努
力
で
、
可
燃
ご
み

の
量
を
大
幅
に
減
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
す
。
さ
ら
に
回
収
さ
れ
た
紙
や
布
類

は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
で
、
資
源
の
有

効
活
用
に
も
つ
な
が
り
、
環
境
へ
の
負
荷

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、ご
家
庭
の
可
燃

ご
み
の
中
身
を
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

紙

ご
みみ

● 平成 23 年 可燃ごみの組成調査結果

その他不明なものについては、町住民環境課(☎32‐6703)までお問い合わせください。

・新聞、チラシ、雑誌、書籍、ダンボール、厚紙、紙パック、雑紙(メモ用紙やタバコの空き箱等)

古紙類

〇 回収できるもの

× 回収できないもの
・ぬれたもの、粘着物のついたもの、匂いのついたもの、その他汚れた紙
・紙コップや紙皿等の防水加工してあるもの
・油紙、金や銀の光っている文字のある紙、裏カーボン紙、ノーカーボン紙
・感熱紙(ファックス用紙やレシート等)、印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙
・プラスチックフィルム、アルミ箔が貼ってあるもの

古布類

・古着、古布、タオル、下着、毛布、帽子、浴衣、衣類全般、カバン、靴下、Gパン
〇 回収できるもの

× 回収できないもの
・枕、ふとん類、ベッドマット、ベッドパット、カーテン、絨毯、カーペット
・スニーカー、スリッパ、ストッキング
・ぬれたもの、汚れたもの、使い込んだ雑巾、ペット用に使った毛布やタオル

※ 紙パックは、水洗いした後切り開いて乾かし、ひも等で束ねて出してください。
※ 雑紙は、雑誌等に挟むか、ビニール袋かダンボール箱に入れきちんと口を結んで出してください。

※ 透明なビニール袋に入れて出してください。



8広報みはま

美浜発電所の状況

　今回の報告では、2月18日から3月16日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

福
井
県
と
と
も
に
美
浜
発
電
所
の
立
入

調
査
を
実
施

　

2
月
21
日
に
、
福
井
県
と
美
浜
町
の
職

員
に
よ
る
美
浜
発
電
所
の
平
常
時
立
入
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
事
業
者
と
締
結
し
て
い

る
安
全
協
定
に
基
づ
き
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
回
は
、
東
京
電
力
㈱
福
島

第
一
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
た
ソ
フ
ト
面

等
の
安
全
対
策
の
実
施
状
況
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
美
浜
発
電
所
か
ら
福
島

第
一
発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
対

策
を
講
じ
て
き
た
緊
急
時
の
対
応
体
制
の

強
化
や
、
通
信
の
強
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備･

訓
練
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
現
場
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
、
昨
年
9
月
に
配
備
し
た
空

冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
実
際
に
起
動
し

た
ほ
か
、
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
海
水

ポ
ン
プ
が
使
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
備
え

て
配
備
し
た
大
容
量
ポ
ン
プ
車
が
緊
急
時

に
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
か
等
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
国
や
県
が
求
め
て

き
た
安
全
対
策
が
確
実
に
講
じ
ら
れ
て
お

り
、
な
お
且
つ
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
回
に

も
の
ぼ
る
訓
練
か
ら
知
り
得
た
、
緊
急
時

に
使
う
構
内
の
狭
い
通
路
を
拡
張
す
る
と

い
っ
た
こ
と
や
、
配
管
を
繋
ぐ
ソ
ケ
ッ
ト

の
締
め
付
け
を
、
素
早
く
適
切
に
取
り
付

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

　
　

  

原
子
力
発
電
所
と
共
生
し
て
い
く
た

め
に
は
、
何
が
必
要
か
？

問
1

　
　

  

福
島
事
故
に
よ
る
影
響
は
？

問
2

　
　

  

国
が
、
原
子
力
発
電
を
国
策
と
し

て
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
原
子
力
行
政
の
3
原
則
で
あ

る｢

安
全
の
確
保｣･｢

地
域
住
民
の
理
解
と

同
意｣･｢

地
域
の
恒
久
的
福
祉
の
実
現｣

が

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

答
1

　
　

  

福
島
事
故
後
は
、
町
民
の
中
で
も
不

安
を
訴
え
る
声
は
あ
っ
た
が
、
今
で
は
そ

の
声
も
減
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
事

業
者
の
更
な
る
安
全
対
策
の
実
施
や
そ
の

広
報
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
原
子
力
発
電
に

つ
い
て
私
な
り
に
勉
強
し
、
ハ
ー
ト
フ
ル

対
話
等
で
理
解
を
求
め
た
こ
と
が
伝
わ
っ

た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

答
2

等
と
い
っ
た
質
問
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に

対
し
、
山
口
町
長
は
、

↑ベトナム電力公社社員に原子力と歩んできた歴史等
　を説明する山口町長

け
る
た
め
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
の
も
の
に
交

換
す
る
等
と
い
っ
た
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
県
と
と
も
に
定
期
的

に
立
入
調
査
を
実
施
し
、
美
浜
発
電
所
の

安
全
対
策
の
状
況
等
を
確
認
し
て
い
き
ま

す
。山

口
町
長
が
ベ
ト
ナ
ム
電
力
公
社
社
員

に
原
子
力
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に
講
演

　

2
月
20
日
か
ら
24
日
の
5
日
間
、(

財)

若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
電
力
公
社
の
広
報
担
当

者
を
対
象
と
し
た
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
今
後
4
基

の
原
子
力
発
電
所
を
日
本
及
び
ロ
シ
ア
か

ら
輸
入
し
運
営
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
日

本
で
の
原
子
力
発
電
所
建
設
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
の
経
緯
を
は
じ
め
、
日
本
の
原

子
力
防
災
体
制
、
ま
た
立
地
市
町
に
お
け

る
共
生･

広
報
活
動
等
を
学
び
、
ベ
ト
ナ

ム
で
の
理
解
促
進
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

研
修
3
日
目
と
な
る
23
日
、山
口
町
長

は｢
立
地
市
町
村
と
原
子
力
の
あ
り
方｣

を

テ
ー
マ
に
、
美
浜
町
が
原
子
力
発
電
所
を

誘
致
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た

歴
史
や
、
立
地
地
域
の
町
長
と
し
て
進
め

て
き
た
原
子
力
と
の
共
生
等
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
意
見
交
換
で
は
、

と
説
明
し
ま
し
た
。
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お知らせ
募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民環境課　３２－６７０３

福　祉　課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

健康づくり課(はあとぴあ)　

　　　　　　３２－３１１１

公民館事務室３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

文化財保護･町誌編纂室　
　　　　　　３２－００２７

給食センター３２－２１１１

　

開
発
途
上
国
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
私
た
ち
の
技
術･

知
識･

経
験
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

扉
を
た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
募
集
期
間
中
に
は｢

体
験
談
＆

説
明
会｣

を
実
施
し
ま
す
。
予
約･

参
加

費
は
不
要
で
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
、

ど
な
た
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。高
校
生
、

大
学
生
も
大
歓
迎
で
す
。

J
　

I
　

C
　

A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

● 
募
集
期
間

　

4
月
1
日(

日)

～
5
月
14
日(

月)

● 

職 

種

　

農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、
土
木

建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、
社
会
福

祉
、
観
光･

商
業
、
ス
ポ
ー
ツ 

等

▽
4
月
14
日(

土)

午
後
2
時
～

　

福
井
県
国
際
交
流
会
館

● 

青
年
海
外
協
力
隊(

20
歳
～
39
歳
対
象)

● 

体
験
談
＆
説
明
会
日
時･

場
所

● 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

   (

40
歳
～
69
歳
対
象)

▽
4
月
14
日(

土)

午
前
10
時
30
分
～

　

福
井
県
国
際
交
流
会
館

※
お
問
い
合
わ
せ･

相
談
窓
口

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸 

☎
０
７
６
‐
２
３
３
‐
５
９
３
１

・
国
際
協
力
推
進
員･

福
井
県
デ
ス
ク

☎
０
７
７
６
‐
28
‐
８
８
０
０

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　

  w
w

w
.jica.go

.jp

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　
　
　

☎
32
‐
０
０
８
３

○
親
子
お
は
な
し
会

● 

日
時　

4
月
5
日(

木)

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

● 

対
象　

未
就
園
児

  

※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

● 

内
容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、

　

折
り
紙 

○
お
は
な
し
の
じ
か
ん 

4
月
の
町
立
図
書
館
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

対
象　

3
歳
～
小
学
生

 

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

● 

内
容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
折
り
紙 

○
よ
り
み
ち 

え
ほ
ん
ひ
ろ
ば

● 

日
時　

4
月
19
日(

木)

　
　
　
　

午
後
4
時
10
分
～
4
時
40
分

● 

対
象　

　

3
歳
以
上
の
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者

　

(

保
育
園
帰
り
に
お
寄
り
く
だ
さ
い)

● 

日
時　

4
月
7
日(

土)

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
10
分

● 

参
加
費　

無
料

● 

内
容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、

　

季
節
の
工
作 

等

● 

参
加
費　

無
料

● 

参
加
費　

無
料

　

※
開
始
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

 

☎
32
‐
０
１
９
２

4
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

対 

象　

町
内
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

● 

日 

時　

4
月
25
日(
水)

            

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

※
10
時
5
分
ま
で
に
集
合
場
所
へ
お
集

　

ま
り
く
だ
さ
い
。

● 

集
合
場
所　

総
合
体
育
館(

玄
関
前)

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば  

◆｢

春
の
お
さ
ん
ぽ
に
で
か
け
よ
う
!｣  

　平成 24 年の各区の区長さんは、次の
方々です。( 敬称略 )

  平成 24 年

　　美浜町区長名簿

集 落 名 区 長 名

早　瀬 上 光　　 一

笹　田 天 渡 正一郎

日　向 高 橋　正 昭

気　山 田 辺　耕 治

大　薮 浅 妻　賢 哉

金　山 宇都宮  直樹

久　保 松 田　賢 一

郷　市 井 村　秀 雄

松　原 神 田　昌 幸

久々子 畠 中　義 和

矢　筈 田 辺　輝 彦

河原市 兵 庫　賢 一

南　市 川 畑　忠 之

和　田 武 長 仁一郎

木　野 大 同 茂由紀

佐　柿 野 瀬　雅 己

麻　生 上 村 二三男

中　寺 長谷川  忠雄

宮　代 堀 田　信 博

小三ヶ 武 長　俊 克

新　庄 髙 木 多喜雄

野　口 秋 山　健 二

佐　野 大 塩　友 之

上　野 中 川　利 夫

興道寺 髙 城　和 行

雲　谷 渡 邉　　 榮

小　倉 川 口　健 二

栄 仲 島　太 一

坂　尻 三 谷　昭 夫

山　上 石 丸　博 治

太　田 山 口　哲 男

佐　田 角 森　隆 夫

北　田 桃 井　孝 昭

菅　浜 竹 本　繁 夫

竹　波 川 畑　滿 博

丹　生 庄 山　　 夫

けやき台 竹 次　秀 一

｢

森
林
所
有
者
届
出
制
度｣

が

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

昨
年
4
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今

年
4
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
森
づ
く
り
課　
　
　

 

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
４
４
２

・
嶺
南
振
興
局
二
州
農
林
部
林
業
水
産
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
０
２
９
１

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
対
象
者  

○
届
出
期
間 

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日

以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

の
長
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続

等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る

方
は
対
象
外
で
す
。

○
届
出
事
項 

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所
有
者
の

住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、

所
有
権
移
転
の
原
因
、土
地
の
所
在
場
所
・

● 

内 

容　

　

久
々
子
湖
畔
や
運
動
公
園
で
遊
ん
だ
り

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
は
、
山
口
賀
代
子

さ
ん(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

の
お
い
し

い
お
に
ぎ
り
を
食
べ
ま
す
よ
。

● 

持
ち
物　

　

日
よ
け
帽
子
、水
筒
、ベ
ビ
ー
カ
ー(

必

要
な
方)

※
雨
天
時
は
体
育
館
内
で
遊
び
ま
す
。

面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
等
を
記
載

し
ま
す
。

　

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書

(

写
し
も
可)

、ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書

等
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必

要
で
す
。
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住民環境課からのお知らせ

就職･退職される方へ 

　４月から就職・退職等により健康保険が変更となる方は切替手続きが必要です。変更後は、14日以内
に手続きをしてください。

変更区分 手続きに必要なもの

国保･年金
離脱証明書(資格等喪失連絡票) 社会保険等の資格を喪失した日や扶養等が確認できる書類

年金証書 65歳未満で厚生年金や共済年金等の年金証書をお持ちの方

お問い合わせ先　町住民環境課(担当・大同、武田奈々) ☎32‐6703

1 退職された方で国民健康保険(国保)へ加入する場合

変更区分 手続きに必要なもの

国保
任意継続の喪失証明書

任意継続喪失日の記載のある保険証、または保険者から発行される
資格喪失通知書

年金証書 65歳未満で厚生年金や共済年金等の年金証書をお持ちの方

2 任意継続の保険資格を喪失された方で国民健康保険へ加入する場合

3 就職し、国民健康保険から離脱する場合

変更区分 手続きに必要なもの

国保･年金
国民健康保険証 就職された方及び被扶養者として認定された方すべての保険証が

必要です。就職先の保険証

高額な外来診療を受ける皆さんへ

　これまでの高額療養費制度では、高額な外来診療を受けた時、ひと月の窓口負担が自己負担限度額 
を超えた場合でも、いったんその額をお支払いいただいていましたが、平成24年４月１日からは、限
度額適用認定証を提示すれば限度額を超える分を窓口で支払う必要がなくなります。(自己負担限度額
は所得及び年齢によって異なります)
　限度額適用認定証の申請等、詳細は加入している健康保険へお問い合わせください。

年齢 事前手続き 病院･薬局等に提示するもの

70歳未満の方 加入の健康保険に限度額適用認
定証の交付を申請してください

保険証、
限度額適用認定証70歳以上の非課税世帯の方

70歳以上75歳未満で課税世帯の方 必要なし 保険証、高齢受給者証

75歳以上で課税世帯の方 必要なし 保険証

4 大学や短大等へ進学するため町外へ転出するが、国民健康保険の加入継続を希望する場合

～ 国民健康保険・年金の切替手続きをお忘れなく ～

変更区分 手続きに必要なもの

国保
国民健康保険証

学生用保険証を交付します。
在学証明書または学生証の写し

※限度額適用認定証を提示しない場合は、高額療養費の支給申請をすることで、自己負担限度額を超
　えた金額が払い戻されます。また、すでに入院分についての限度額適用認定証をお持ちの方はその
　まま外来分についても4月1日から適用になります。
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お問い合わせ先　町福祉課(担当・瀬戸) ☎32‐6704

お問い合わせ先　町企画政策課(担当・大同) ☎32‐6701

　町では、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯の方等の安全・
安心を確保することを目的に、かかりつけの医療機関や服薬内容等
の救急医療情報を専用の容器に入れる救急医療情報キット｢すまい
るくん｣を配布します。
　この｢すまいるくん｣をご自宅の冷蔵庫に保管していただくこと
で、万一の救急時に救急隊員がその情報を活用して、迅速な救命活
動等を行えるよう備えます。
　また、かけつけた救急隊員がすぐにキットを発見できるよう、
キットがあることを救急隊員に知らせるために、｢すまいる君｣設置
家庭にはステッカーを玄関内側と冷蔵庫に貼っていただきます。
　対象となるご家庭には、各地区の民生委員さんを通じて配布させ
ていただきます。

緊急医療情報キット｢すまいるくん｣を配布します

活用の流れ

①119番通報 ②到着･確認 ③救急活動 ④搬送

あなたに夢を。街に元気を。
　平成23年度一般コミュニティ助成事業により、上野区に遊具を、
北田区に子ども神輿等を整備しました。

  この事業は、財団法人自治総合センターが宝くじの収益の一部を財源として、宝くじの普及

広報事業を目的として各種のコミュニティ活動を対象に助成するものです。

↑上野区 ( ブランコ、鉄棒、すべり台 ) ↑北田区 ( 神輿、台車、太鼓、大団扇、はっぴ 等 )

←緊急医療情報キット
　｢ すまいるくん ｣

※この中に自分の医療情報
　を入れ、冷蔵庫に保管し
　ておきます。

↑冷蔵庫と玄関内側に貼るステッカー
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「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の　
ご
案
内  

　

｢

国
の
教
育
ロ
ー
ン｣

は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
外
国
の
高
校
、

大
学
等
に
入
学･

在
学
す
る
お
子
様
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

● 

融
資
額(

学
生･

生
徒
1
人
あ
た
り)

　

３
０
０
万
円
以
内

● 

利   

率(

平
成
24
年
3
月
9
日
現
在)

　

年
２･

５
５
％

※
母
子
家
庭
は
年
２･

１
５
％

※
ご
相
談･

お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

　
　
　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な
い
場
合)  

　
　
　

  

☎
03
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

● 

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
は
18

年
以
内

● 

使　

途

　

入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
、ア
パ
ー

ト･

マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金･

家
賃 

等

● 

返
済
方
法

　

元
利
均
等
毎
月
払(

ボ
ー
ナ
ス
月
増
額

返
済
が
可
能)

※
融
資
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
世
帯

の
年
間
収
入
等
で
決
ま
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
交
通
事
故
か
ら
乳
幼
児
を
守

る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費

を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
4
月

以
降
の
購
入
か
ら
、
補
助
額
が
次
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助

金
の
額
が
変
わ
り
ま
す

現
在

・
補
助
額　

　

購
入
価
格
の
2
分
の
1

　

(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

｢

平
成
24
年
度 

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験｣

の　
ご
案
内  

　

労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
者
の
生
命

と
健
康
を
守
り
、
労
働
条
件
の
確
保･

改

善
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
国
家
公
務

員
で
す
。

● 

受
験
資
格

(

1)

昭
和
57
年
4
月
2
日
～
平
成
3
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

(

2)

平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、次
に
該
当
す
る
場
合

①
大
学
を
卒
業
、ま
た
は
平
成
25
年
3
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

②
人
事
院
が
前
記
①
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
た
場
合

● 

申
込
期
間

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

4
月
2
日(

月)

午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

4
月
12
日(

木)

▽
郵
送･

持
参

　
　
　
　

4
月
2
日(

月)

～
3
日(

火)

● 

採
用
予
定
数

▽
労
働
基
準
監
督
A(

法
文
系)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
１
１
５
名

▽
労
働
基
準
監
督
B(

理
工
系)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
25
名

● 

第
一
次
試
験
日　

6
月
10
日(

日)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
福
井
労
働
局
総
務
部
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
２
６
５
５

・
敦
賀
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
22
‐
０
７
４
５

・
申
込
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji-sh
iken

.go
.jp

/
ju

ken
.h

tm
l

・
補
助
限
度
額　

2
万
円

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら

・
補
助
額　

　

購
入
価
格
の
2
分
の
1

　

(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

・
補
助
限
度
額　

1
万
円

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

畠
中)　
　
　

 

☎
32
‐
６
７
０
３

※
福
井
県
内
の
販
売
業
者
か
ら
購
入
し
た

場
合
の
み
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※お問い合わせ先
　町企画政策課(担当･大同) ☎32‐6701

平成24年経済センサス‐活動調査へ
のご回答、ありがとうございました

　調査票に記入していただいた内容は、統計の目的
以外(例えば税の資料等)に使用することは絶対にあ
りません。記入していただいた調査票は厳重に管理
し、集計完了後には完全に溶かし、再生紙として生
まれ変わります。
　まだ回答がお済みでない場合は、お早めの回答を
よろしくお願いします。


